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内容の要旨及び審査の結果の要旨
日本人の変形性股関節症（0A）は曰蓋形成不全から進行した二次性のものが多く，欧米の一
次性OA患者より作製されたセメントレス人工股関節ステム（以下，ステムと称す.）は日本人に
適合しない場合がある．今回，曰本人に最適なステムを作製するため，曰本人０Ａの大腿骨形態
を三次元的に解析・分類した．
進行期及び末期0A患者（OA群）及び正常者（N群）のCT画像からコンピューター支援設計ソ
フトを用いて大腿骨立体モデルを作製した．これを縦断し，正・側の両方の面像を得た後，髄腔
近位部を更に近位(以下,(1)と記す.)，遠位(以下,(2)と記す.)に分割し，直線近似した各髄腔線
と骨軸のなす角(傾斜角）を検討した．また,横断面では重心点における慣性モーメント比(X/Y）
を求めた．
正面では近位部内側傾斜角(proximalmedialinclinationmgle；以下，ｍ(1)と記す.)にお
いて，側面では近位部後方傾斜角(proximalposteriorinclinationangle；以下，ｐ(1)と記
す.)においてＮ群とＯＡ群との間に度数分布差がみられた．ｍ(1)が２２°以上のものをｔｙｐｅＡ，
22°未満のものをtypeB,ｐ(1)が-12゜未満のものをtype１，－１２゜以上のものをtypellとして，
分類すると，Ｎ，ＯＡ群はそれぞれｔｙｐｅＡ－Ｉ：６％，２６％，ｔｙｐｅＡ－ＩＩ：８９％，４２％，ｔｙｐｅＢ－
Ｉ：０％，４％，ｔｙｐｅＢ－ＩＩ：６％，２９％であった．つまり，ＯＡ群はＮ群の８９%を占める標準タイ
プ（typeA-II）が４２%と少なく，近位内側傾斜の急峻な症例（typeB-II）が２９%，近位後方
の前方傾斜の強い症例（typeA-I）が２６%を占めることが分かった．一方，小転子近位１８ｍ
の断面形状として三角形状（T群）及び円形状（C群）が存在し，群潤にX/Yの有意差があった．
また，その形状は正側面形態に応じて変化しており，ｔｙｐｅＡ－Ｉの96%がＴ群,typeB-IIの63％
がＣ群であった．以上よりtypeA-LA-II，B-IIの特徴に応じた３本のステムをデザインした．
これを臨床応用し，各骨形態毎に最適なステムを挿入することで確実な初期固定及び長期的好成
績が得られるものと考えた．
本研究は曰本人０Ａ患者の大腿骨髄腔形態を初めて解明した報告であり，股関節外科学の発展
に寄与する価値ある論文と評価された．
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